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総合的な学習の時間「わくわくスタディ」の取組
総合的な学習の時間主任 髙橋 優子

本校の総合的な学習の時間「わくわくスタディ」では、子どもたちが、自分の身の回り

の人や自然、地域などと、豊かにかかわりながら、学びを進めていくことを目標としていま

す。これまでの取組の一部をご紹介します。

えひめ紙芝居おはなし会の方々をお招きし、様々なお話を紹介していただきました。ク

ルクル絵本やエプロンシアター、六角絵本など、聞き手をひきつ

けるいろいろなアイデアに感動し、わくわくしながらたくさんの

お話を聞かせていただきました。教えていただいた技法を生かし

て、自分たちもお話を発表しようと、一人一人がお話作りや絵本

作りに楽しく取り組んでいます。

松山市福祉センターの方々をお招きして、車いす・手話・ガイドヘルプ体験をしました。

障害のある方々から直接お話を聞き、自分たちとは違う立場の人の

気持ちや生活の様子を教えてもらいました。児童は、この体験を通

して、自分たちにできることは何かということを考え、少しでも実

践していこうという気持ちをもつことができました。

６年生から受け継ぎたいことや、どのような「６年生を送る会」にしたいかを話し合いま

した。そして、朝の自主清掃やあいさつ運動から取り組みました。活動をすることで６年生

になるという自覚が少しずつ見られてきました。今後は、６年生に感謝の気持ちが伝わるよ

うな「６年生を送る会」にするために企画・運営をしていきます。

カイル先生のふるさとカナダの話をもとに、興味をもった国々の自然や文化を調べたり、

海外で働いた方の体験談を聞いたりする中で、世界の人々と共に生きることの大切さを感じ

ることができました。さらに、様々な職業の先輩方と夢を語り合う活動を通して、これから

の自分の生き方を考える貴重な学びを積み重ねている６年生です。

特別支援教育コーディネーター 濵本有紀

ある日の風景です。

あるクラスが教室移動のため、準備のできた人から廊下に並んでいました。みんなそれぞ

れのスピードで準備をしていますが、中には、荷物をすばやくまとめることが苦手な人もい

ます。そのとき待っている人たちは、その友達が、がんばって用意をしている様子を見守り、

穏やかに待っていました。

次は授業中の様子です。

グループで協力して一つの課題についての発表の準備をしていました。そ

のとき、見通しをもつことが苦手なため、自分が何をしたらよいのか分かり

にくい友達に、周りの友達が、具体的に分かりやすく「○○するのと△△す

るのとどっちがしたい？」と示し、一緒に「すること」を決定していました。

人は、だれでも得意なことと苦手なことがあります。中には、どんなに努

力をしてもできないこともあります。そんなとき「ちゃんとしなさい。」と

言われるだけでは「何を」「どう」したらよいのか分からず、不安だけが強

くなります。しかし、がんばっている気持ちに寄り添ってもらえたり、自分

のまるごとを受け止めてもらえているという安心感があったり、また、具体

的な指示で、できそうなことをスモールステップで示してもらえたりしたら

「がんばろう」という気持ちもわいてきます。

特別支援教育では、一人一人のお子さんの「困っていること」に寄り添い、保護者の方と

一緒にその支援方法について考えていきます。松山市の小学校では、お子さんの気になって

いることに対して、特別支援教育コーディネーター等を中心に相談を行い、ニーズに応じた

支援ができる体制づくりに努めています。また、必要に応じて、専門的な知識・経験の豊富

な方と連携をとることもできます。お子さんが、笑顔で過ごせるよう、ともに考えていきた

いと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

ひかり１組担任 中原 俊

２月９日(水)、松山市総合コミニュティーセンターで「ときめき学習発表会」が行われま

した。ひかり組の子どもたちは、「ブレーメンの音楽隊♪その後・・・」を表現しました。

力を合わせてどろぼうをやっつけたブレーメンの仲間たちに新しい仲間

が加わり、せりふや、「鉄腕アトム」の合奏や、ダンスを生き生きと発表

しました。練習を重ねるごとに上達していき、本番でも心を合わせて発表

できました。会場からは、温かい拍手をいっぱいいただきました。

自分の役目をしっかり果たした子どもたちの自信に満ちたすがすがしい

表情がとても心に残っています。


